
取組と目標に対する自己評価シート（フェイスシート）

タイトル 認知症と共生する地域づくり

現状と課題

令和２年度に実施した「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」では、認知症の相談窓口の

認知度が低く、「認知症サポーター養成講座」、「認知症初期集中支援チーム」を知らない

人は共に半数以上となっています。

認知症の方とその家族が住みなれた地域で生活を継続するためには、地域全体で認知症に

対する理解を深めることが必要です。

第８期における具体的な取組

・認知症サポーター養成事業

・認知症講演会

・認知症初期集中支援チームの推進

・認知症地域支援推進員の活動推進

・認知症ケアパスの活用

目標（事業内容、指標等）

R３年 R４年 R５年

認知症サポーター養成講座受講者数 110 人 120 人 130 人

認知症初期集中支援チーム対応件数 5件 6件 7件

目標の評価方法

l 時点

□中間見直しあり

■実績評価のみ

l 評価の方法

・認知症サポーター養成講座の回数、受講者数を計上する。

・認知症初期集中支援チーム対応件数を計上する。


